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　17世紀初頭を生きたインディアンの女性ポカホンタスは、その生
涯にバージニア入植者と当地のインディアンのあいだに平和友好を
もたらしたために、アメリカの起源神話として広く受け入れられて
きた。歴史学、文化人類学、文学、そしてジェンダーの研究者によっ
てなされてきた先行研究は、その彼女の生涯やアメリカ建国以後に
おびただしくとりあげられるようになった彼女に対する表象をとり
あげてきた。表象については、ポカホンタスが象徴する人種や性別
の従属性が指摘されてきた。しかしながら、18世紀に最初の兆候が
見られるようになったポカホンタスの神話化の過程についての検討
はほとんどなされてこなかった。
　17世紀後半にはすでに、本国イングランドで出版された歴史書で
ポカホンタスに特別な位置づけが与えられていた。その後において
も、バージニア植民地住人の書いた歴史書よりは、イングランドの
住人の書いた歴史書においてポカホンタスへの注目が続いた。また、
アメリカ独立後に出版されたヨーロッパ人のアメリカ旅行記は、現
地バージニアの歴史上の興味深いエピソードとしてポカホンタスを
とりあげることにより、ポカホンタスが歴史上の代表的エピソード
であることが確認されるとともに脚色も進んだ。さらに、ポカホン
タスの記念の最初の働きかけは、1733 年にイングランドのジェン
トルマンからボストンの友人に宛てた手紙であった。この手紙が意
味していることは、送り主のイングランドの住人は各植民地の区別
なしに「アメリカ人」と認識していた一方、バージニア植民地の住
人は「イングランド人」としてのアイデンティティを持っていたの
である。このように、ポカホンタス神話の起源はアメリカではなく
ヨーロッパにあり、18世紀大西洋世界の両岸の非対称性から醸成さ
れたものだったのである。
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